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未来を見据えた社会基盤の創造

2,305,800 △36,000

埼玉の活力を高める道路ネットワークの構築

前年額 10,823,800 8,072,000

決定額 10,787,800 8,482,000

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比県　債

　舗装道の破損を修繕することにより、交通の安全を確
保する。

　ア　舗装指定修繕　8,000,000千円
　イ　舗装通常修繕　2,787,800千円

（１）事業内容
　　ア　舗装指定修繕　　　　　　　　　　　　　　　　　8,000,000千円
　　　　舗装道の破損箇所を区間を決めて修繕する。
　　イ　舗装通常修繕　　　　　　　　　　　　　　　　　2,787,800千円
　　　　舗装道の破損箇所をその箇所のみ修繕する。

（２）事業計画
　　　主要地方道行田蓮田線(久喜市)　外　222箇所
　
（３）事業効果
　　　舗装道の破損を修繕することで交通の安全を確保するとともに、破損に起因する騒音・振動から沿道居住者の生活
　　環境の保全を図る。

（４）その他
　　　過去の実績
　　　平成30年度当初予算額：  8,497,464千円
　　　令和元年度当初予算額：  8,797,514千円
　　　令和２年度当初予算額：  9,056,982千円
　　　令和３年度当初予算額：108,600,000千円
　　　令和４年度当初予算額：108,238,000千円

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
地方道路等整備事業債　充当率90%
公共施設等適正管理推進事業債　充当率90%

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×3.53人＝33,535千円
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１　事業概要 ５　事業説明
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道路維持費 舗装道整備費
番号 事業名

事 業
期 間

昭和46年度～ 根 拠
法 令

道路法

款

針路

会計

P19 舗装道整備費 一般会
計

土木費 道路橋
りょう
費

項 目

令和 5年度予算見積調書 課室名:

説明事業

道路環境課
担当名: 補修担当

内線: 5105 (単位：千円)



 

事業名

単位事業名 予算額 7,829,000千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 76,000 2,000 舗装道整備事業のための消耗品費等

工事請負費 7,729,000 △24,000 主要地方道行田蓮田線(久喜市)　外　222箇所

負担金、補助及び交付金 24,000 24,000 一般県道東京朝霞線(和光市)

合計 7,829,000 2,000

単位事業名 予算額 171,000千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報酬 115,541 0 会計年度任用職員報酬

職員手当等 24,602 0 各種手当

共済費 24,142 △2,441 職員共済費負担金

旅費 6,715 441 会計年度任用職員の通勤に係る費用

　

事業内訳書

舗装道整備費

舗装指定修繕

主な内容

舗装指定修繕（会計年度任用職員）

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 171,000千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

合計 171,000 △2,000

単位事業名 予算額 2,787,800千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 436,000 0 小規模修繕、消耗品、自動車燃料費

委託料 152,000 5,200 路面性状調査、FWD調査

工事請負費 2,149,800 △42,200 単価契約

原材料費 40,000 0 舗装修繕材料費

備品購入費 10,000 1,000 道路管理用自動車購入

合計 2,787,800 △36,000

舗装指定修繕（会計年度任用職員）

主な内容

舗装通常修繕

主な内容


